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論文内容要旨
 〔目的〕
 従来のスポーツ傷害発生要因に関する研究では,身体的・心理社会的側面の問題を包括的に検
 討されたものは少なく,また,そのための測定尺度の整備が遅れていた。そこで,スポーツ傷害
 発生要因を,身体的要因,心理社会的要因の双方およびその相互作用も含めて行動科学的に検討
 することを研究目的とした。そのための第一段階として,本研究では,スポーツ傷害発生要因に
 関連する心理社会的要因を測定するための質問紙の作成と,これを用いた横断的研究を行う事を
 目的とした。
 〔研究1〕質問紙の作成
 高校・大学を通して運動部に所属する大学1年生男女382名(24スポーツ種目)を分析対象
 にして,スポーツ傷害発生要因に関連する心理社会的要因を測定するため以下の4つの質問紙を
 作成した。
 ①部活動の要求度と自由度尺度
 部活動におけるストレスの大小を評価する目的で,部活動の活動状況をアスリートに向けられ
 る要求度と自由度の観点から捉えた18項目からなる質問紙を作成し,因子分析を行った結果,
 「要求度」と「自由度」の2因子14項目が抽出された。2因子のα係数は要求度0.75,自由度
 0.73で十分な内的整合性が確認され,部活動の要求度と自由度尺度が作成できた。
 ②スポーツ傷害原因帰属尺度
 スポーツ傷害受傷選手の認知的特徴を測定するため,スポーツ傷害に関する原因帰属スタイル
 を測る80項目からなる質問紙を作成し,因子分析を行った結果,「ストレス耐性の低さ」「コン
 ディション不良」「対応の不適切さ」「サポートスタッフの存在」「身体能力不足」「他者管理」の
 6因子35項目が抽出された。6因子のα係数は0、62～0.88で,一般的原因帰属スタイル尺度
 (ローカス・オブ・コントロール尺度と相関分析を行った結果,この質問紙の信頼性・妥当性が
 検証された。
 ③スポーツ傷害予防コーピング・スキル尺度
 スポーツ傷害を予防するコーピング・スキルを評価する目的で,80項目からなる質問紙を作
 成し,因子分析を行った結果,「心理的ストレスの積極的緩和」「高ストレス場面の回避」「身体
 的ストレスの積極的緩和」「環境との関係の調整」「専門スタッフの利用」「充分なトレーニング」
 「関節の保護」の7因子49項目が抽出された。7因子のα係数は0.7～0.8で,一般的対処方略
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 尺度TAC-24との相関分析の結果,この質問紙の信頼性・妥当性が確認された。
 ④スポーツ傷害ソーシャル・サポート尺度
 スポーツ傷害の対処資源(copingresource)としてスポーツ傷害を緩衝すると思われるソー
 シャル・サポートを受けた度合を評価する25項目からなる質問紙を作成した。「指導者」からの
 サポート尺度のα係数は0.81,「部員から」0.84,「家族から」0.85,「トレーナーから」0,95,
 「ドクターから」0.91で,青木らが作成した部活動ソーシャル・サポート尺度との相関分析の結
 果,この質問紙の信頼性・妥当性が確認された。
 〔研究2〕スポーツ傷害発生に関わる身体的・心理社会的要因の横断的研究
 研究1で作成した質問紙と高校以前のスポーツ傷害の既往調査に加え,筋力・身体組成・関節
 不安定性,アライメントの異常・柔軟性などの身体測定を行い,高校3年間におけるスポーツ傷
 害発生に関わる身体的・心理社会的要因を重回帰分析した。その結果,男子の傷害頻発選手は,
 高校以前の受傷頻度が高い者や,傷害予防として身体的ストレスの積極的緩和を図るというコー
 ピング・スキルを獲得している者,また後遺症を多く持つ者,ドクターからのソーシャル・サポー
 トを多く受けている者や関節不安定性が高い者,競技歴年数が浅い者に多くみられる傾向が認め
 られた。同じく男子の重症傷害選手は,高校以前の主観的重症度が高い者や,傷害の原因はコン
 ディション不良によるものとは考えない者,予防として身体的ストレスの積極的緩和を図ってい
 る者に,また後遺症を多く持つ者や,体幹筋力が高い者に多くみられる傾向が示された。
 一方,女性の傷害頻発選手は,高校以前の受傷頻度が高い者や,予防としてテーピングなどで
 関節の保護に努めている者や関節の不安定性が高い者に,また傷害の原因はストレスに弱いから
 とは考えないという認知的特徴を持つ者,体脂肪率が低い者,競技レベルが高い者,高校以前の
 主観的重症度が高い者に多い傾向が認められた。同様に女子の重症傷害選手は,高校以前の主観
 的受傷頻度が高い者や,傷害予防としてテーピングなどで関節の保護に努めている者,関節の不
 安定性が高い者や,傷害の原因はストレスに弱いからとは考えない者,体脂肪率が低い者,競技
 レベルが高い者,高校以前の主観的重症度が高い者に多くみられる傾向が示された。
 スポーツ傷害の発生には,過去の傷害歴,関節不安定性といった身体的要因だけでなく,傷害
 原因帰属スタイルや予防的コーピング・スキル,ソーシャル・サポートなどの心理社会的要因も
 関連している事が明らかとなった。
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 審査結果の要旨
 本研究は,スポーツ傷害の発生に関連する心理社会的変数を測定するための4つの質問紙を作
 成し,スポーツ傷害発生要因を,身体的要因と心理社会的要因の双方およびその相互作用も含め
 て行動科学的に検討したものである。
 研究1においては,部活動におけるストレスの大小を評価する2因子14項目からなる「部活
 動の要求度と自由度尺度」,パーソナリティ特性としてのスポーツ傷害の原因帰属スタイルを測
 る6因子35項目の「スポーツ傷害原因帰属尺度」,スポーツ傷害の予防対処方略を評価する7因
 子49項目の「スポーツ傷害予防コーピング・スキル尺度」,25項目からなる「スポーツ傷害ソー
 シャル・サポート尺度」の4つの尺度が作成され,それぞれ信頼性・妥当性が確認された。
 研究2においては,高校・大学を通して運動部に所属する大学1年生男女382名(24スポー
 ツ種目)を対象に,研究1で作成された4つの質問紙と,高校以前のスポーツ傷害の既往歴およ
 び筋力・身体組成・関節不安定性・アライメントの異常・柔軟性などの身体測定を行い,高校3
 年間におけるスポ～ツ傷害の受傷頻度と重症度に関わる身体的・心理社会的要因が検討された。
 重回帰分析の結果,男子の傷害頻発選手は,高校以前の傷害の受傷頻度が高い者や,傷害予防と
 して身体的ストレスの積極的緩和を図るというコーピング・スキルを獲得している者,また後遺
 症を多く持つ者,ドクターからのソーシャル・サポートを多く受けている者や関節不安定性が高
 い者,競技歴年数が浅い者に多くみられる傾向が認められた。同じく男子の重症傷害選手は,高
 校以前の傷害の主観的重症度が高い者や,傷害の原因はコンディション不良によるものとは考え
 ない者,予防として身体的ストレスの積極的緩和を図っている者,また後遺症を多く持つ者や,
 体幹筋力が高い者に多くみられる傾向が示された。
 一方,女性の傷害頻発選手は,高校以前の主観的受傷頻度が高い者や,予防としてテーピング
 などで関節の保護に努めている者や関節の不安定性が高い者,また傷害の原因はストレスに弱い
 からとは考えないという認知的特徴を持つ者,体脂肪率が低い者,競技レベルが高い者,高校以
 前の傷害の主観的重症度が高い者に多い傾向が認められた。同様に女子の重症傷害選手は,高校
 以前の主観的重症頻度が高い者や,傷害予防としてテーピングなどで関節の保護に努めている者,
 関節の不安定性が高い者や,傷害の原因はストレスに弱いからとは考えない者,体脂肪率が低い
 者,競技レベルが高い者,高校以前の傷害の主観的重症度が高い者に多くみられる傾向が示され
 た。以上より,男女ともに,スポーツ傷害の発生には,過去の傷害歴,関節不安定性といった身
 体的要因だけでなく,傷害原因帰属スタイルや予防的コーピング・スキル,ソーシャル・サポー
 トなどの心理社会的要因も関連している事が明らかとなった。
 以上,本論文は,スポーツ傷害の発生に関連する心理社会的変数を測定する4つの質問紙を作
 成し,スポーツ傷害発生に関連する身体的および心理社会的要因を明らかにした。これまで十分
 に検討されてこなかったスポーツ傷害発生要因の身体的・心理社会的両側面からの解明に重要な
 貢献をなすものであり,学位の授与に値するものと考えられる。
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